
 

 

理 由 書    

（名古屋都市計画道路３・５・３２９号 昭和南本町線ほか７路線） 

 

１．変更の概要 

愛知県都市計画道路見直し方針(平成 30 年８月策定)及び津島市都市計画道路見直し方

針に基づき、その必要性等を検証した結果、３・５・329 号 昭和南本町線ほか７路線（（A）

全５路線＋（B）全３路線）について、以下のとおり都市計画の変更を行います。 

 

（Ａ）路線の全線及び一部区間の廃止 全５路線 

①路線名：３・５・329 号昭和南本町線 

変更内容：一部区間の廃止 

変更概要：津島市昭和町４丁目地内から津島市昭和町２丁目地内まで約 370ｍの区

間を廃止する。なお、この一部区間の廃止に併せて、位置等を変更する。

（（Ｂ）①参照）。 

 

 

 

 

  

 新 旧 

位
置 

起点 津島市昭和町２丁目 津島市昭和町４丁目 

終点 津島市南本町７丁目 津島市南本町７丁目 

主な経過地 津島市今市場町２丁目 津島市今市場町２丁目 

区

域 
延長 約 1,580ｍ 約 1,950ｍ 

構
造 

地表式の区間にお

ける鉄道等との交

差の構造 

幹線街路と平面交差 

４箇所 

幹線街路と平面交差 

６箇所 



 

 

 

②路線名：３・５・727 号又吉昭和線 

変更内容：路線の廃止 

変更概要：又吉昭和線の全線約 550ｍを廃止する。 

 

③路線名：３・４・728 号橋詰見越線 

変更内容：一部区間の廃止 

変更概要：津島市又吉町２丁目地内から津島市藤浪町５丁目地内まで約 860ｍの

区間を廃止する。なお、この一部区間の廃止に併せて、名称等を変更

する。（（Ｂ）②参照）。 

 

 

 

 

  

 新 旧 

名
称 

路線名 橋詰又吉線 橋詰見越線 

位
置 

起点 津島市橋詰町２丁目 津島市橋詰町２丁目 

終点 津島市又吉町２丁目 津島市藤浪町５丁目 

主な経過地          津島市又吉町２丁目 

区

域 
延長 約 760ｍ 約 1,620ｍ 

構
造 

地表式の区間にお

ける鉄道等との交

差の構造 

幹線街路と平面交差 

３箇所 

名鉄尾西線と立体交差 

幹線街路と平面交差 

５箇所 



 

 

 

④ 路線名：３・４・729 号立込元寺線 

変更内容：一部区間の廃止 

変更概要：津島市埋田町１丁目地内から津島市杁前町４丁目地内まで約 1,550ｍ

の区間を廃止する。なお、この一部区間の廃止に併せて、名称等を変

更する。（（B）③参照）。 

 

 新 旧 

名
称 

路線名 立込埋田線 立込元寺線 

位
置 

起点 津島市立込町２丁目 津島市立込町２丁目 

終点 津島市埋田町１丁目 津島市杁前町４丁目 

主な経過地          津島市埋田町２丁目 

区

域 
延長 約 200ｍ 約 1,750ｍ 

構
造 

地表式の区間にお

ける鉄道等との交

差の構造 

幹線街路と平面交差 

２箇所 

幹線街路と平面交差 

３箇所 

 

 

 

⑤ 路線名 : ３・４・730 号花正莪原線 

変更内容 :路線の廃止 

変更概要 :花正莪原線の全線約 200ｍを廃止する。 

 

  



 

 

 

（Ｂ）名称、位置及び構造の変更 全３路線 

① 路線名：３・５・329 号昭和南本町線・・・（Ａ）① 

変更内容：位置及び構造の変更 

変更概要：３・５・329 号 昭和南本町線の一部区間の廃止及び３・５・727 号又

吉昭和線の全線廃止に伴い、位置及び構造を変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※区域の変更（一部区間の廃止）については（Ａ）①参照。 

 

  

 新 旧 

位

置 

起点 津島市昭和町２丁目 津島市昭和町４丁目 

終点 津島市南本町７丁目 津島市南本町７丁目 

主な経過地 津島市今市場町２丁目 津島市今市場町２丁目 

区
域 

延長 約 1,580ｍ 約 1,950ｍ 

構

造 

地表式の区間にお

ける鉄道等との交

差の構造 

幹線街路と平面交差 

４箇所 

幹線街路と平面交差 

６箇所 



 

 

② 路線名：３・４・728 号 橋詰又吉線 (旧３・４・728 号橋詰見越線) ・・・（Ａ）③ 

変更内容：名称、位置及び構造の変更 

変更概要：３・４・728 号 橋詰見越線の一部区間の廃止及び３・５・727 号又吉

昭和線の全線廃止に伴い、名称、位置及び構造を変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※区域の変更（一部区間の廃止）については（Ａ）③参照。 

 

 

 

  

 新 旧 

名

称 
路線名 橋詰又吉線 橋詰見越線 

位

置 

起点 津島市橋詰町２丁目 津島市橋詰町２丁目 

終点 津島市又吉町２丁目 津島市藤浪町５丁目 

主な経過地          津島市又吉町２丁目 

区
域 

延長 約 760ｍ 約 1,620ｍ 

構

造 

地表式区間におけ

る鉄道等との交差

の構造 

幹線街路と平面交差 

３箇所 

名鉄尾西線と立体交差 

幹線街路と平面交差 

５箇所 



 

 

③ 路線名：３・４・729 号 立込埋田線 (旧３・４・729 号 立込元寺線)・・（Ａ）④ 

変更内容：名称、位置及び構造の変更 

変更概要：３・４・729 号 立込元寺線の一部区間の廃止に伴い、名称、位置及び

構造を変更する。 

 

 新 旧 

名

称 
路線名 立込埋田線 立込元寺線 

位

置 

起点 津島市立込町２丁目 津島市立込町２丁目 

終点 津島市埋田町１丁目 津島市杁前町４丁目 

主な経過地           津島市埋田町２丁目 

区
域 

延長 約 200ｍ 約 1,750ｍ 

構

造 

地表式の区間にお

ける鉄道等との交

差の構造 

幹線街路と平面交差 

２箇所 

幹線街路と平面交差 

３箇所 

※区域の変更（一部区間の廃止）については（Ａ）④参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

２．都市計画変更理由とその内容 

（１）都市計画変更に至る経緯 

愛知県は、戦後から高度経済成長期にかけて多くの路線を都市計画決定し、整備する

ことで、暮らしやすい市街地の形成や産業、経済の発展などに大きく寄与してきました。 

その一方で、数多くの路線が未着手のまま残されている状況や、社会経済情勢が変化

してきていること等を踏まえ、都市計画道路の見直しが求められています。 

このような状況の中、愛知県は未着手の都市計画道路の必要性などを検証し、必要に

応じて計画の変更、廃止を行うため、その基本的な考え方にあたる「愛知県都市計画道

路見直し方針（平成 30年８月）」を公表しました。 

津島市においても 20 路線 44.4km(約 66.2％)が整備されたものの 14 路線 15.0km(約

33.8％)が整備されていない状況です。 

そこで、県方針に基づき、津島市では未整備区間を含む都市計画道路の必要性等の検

証を行い、必要性と実現性の観点から津島市都市計画道路見直方針を定めました。 

その後、令和４年８月には地元説明会を実施し、地元等との調整が整った路線につい

て廃止等の手続きを進めています。 

 

 

 

（２）上位計画との整合 

愛知県では、「名古屋都市計画区域マスタープラン（平成 31 年３月）」において、都市

計画道路は社会経済情勢の変化を踏まえ道路機能を明確にしたうえで、必要に応じた計

画の見直しを行うとしています。 

また、「津島市都市計画マスタープラン（令和３年 12 月）」においても、人口減少や高

齢化社会の進展等の社会情勢の変化に対応するため、必要性・実現性に配慮した都市計

画道路の見直しを検討するとしています。 

  



 

 

（３）都市計画変更の理由と内容 

（Ａ）全線及び一部区間の廃止 全５路線 

① ３・５・329 号昭和南本町線 

③ ３・４・728 号橋詰見越線 

３・５・329 号昭和南本町線は昭和 14 年に延長約 1,100ｍ、幅員 15ｍの幹線街路

として、３・４・728 号橋詰見越線は昭和 53年に、名鉄尾西線とは立体交差とした

延長約 1,880ｍ、幅員 16ｍの幹線街路として決定されました。両路線は津島市及び

愛西市の住宅開発及び工場進出等に伴う増加する交通量に対応するため、また、３・

４・336 号津島南濃線の北側にある兼平町及び片岡町の区域での市街地整備を見込

み決定されました。なお、橋詰見越線は現在、津島市内の約 1,620m が３・４・728

号橋詰見越線、愛西市内の約 260m が３・４・753 号橋詰見越線として決定されてい

ます。そのうち、県道津島南濃線より北側の区間は、同路線と県道一宮弥富線のバ

イパス区間となっております。 

３・５・329 号昭和南本町線の路線の整備状況は、県道名古屋津島線より南側約

770ｍは整備済み、県道名古屋津島線と県道津島南濃線の間約 810m は事業中となっ

ておりますが、その他の約 370ｍは未整備となっております。 

津島市内における３・４・728 号橋詰見越線の整備状況は、３・５・727 号又吉昭

和線との交差部付近より、南の約 530ｍは整備済みとなっておりますが、県道津島

南濃線より南側の現道拡幅区間約 230m は未整備、県道津島南濃線より北側のバイパ

ス区間も未整備となっております。愛西市内における３・４・753 号橋詰見越線につ

いては全線で未整備となっております。 

３・５・329 号昭和南本町線の未整備区間の同位置には、２車線の市道昭和見越線

が幅員約８ｍで整備されており交通処理が図られています。また、３・４・728 号橋

詰見越線の北側バイパス区間の周辺には、県道津島南濃線と県道一宮弥富線が、両

側歩道を有する２車線、幅員 16ｍ、名鉄尾西線及び津島線とは立体交差で整備され

ており、円滑な交通処理が図られています。また、バイパス区間の北側には昭和 53

年に３・４・284 号甚目寺佐織線が都市計画決定され、名鉄尾西線とは立体交差によ

り暫定 2車線で整備されております。 

両路線の廃止を計画している区間沿線においては、当初決定時に想定していた市

街地整備は行われず、今後も見込まれない状況です。また、３・４・728 号橋詰見越

線の東側の終点付近においては、名鉄尾西線と立体交差の計画が決定されており、

市街地整備と同調した整備を行う予定でしたが、当初決定時に想定していた市街地

整備は行われず、今後も見込まれません。これらのことから、市街地整備を前提と

した当計画を見直す必要があります。 

なお、見直し検討作業において、当該区間を廃止した場合でも、これらの現道や

周辺都市計画道路で円滑な交通処理ができることを確認しております。 

以上を踏まえ、必要性等の検証を行った結果、周辺現道網が当該都市計画道路の



 

 

代替性を有するものと判断し、３・５・329 号昭和南本線は津島市昭和町４丁目地内

から津島市昭和町２丁目地内までの約 370ｍの区間について、３・４・728 号橋詰見

越線は津島市又吉町２丁目地内から津島市藤浪町５丁目地内までの約 860ｍの区間

について都市計画を廃止します。 

また、これに伴い津島市橋詰町２丁目地内から津島市又吉町２丁目地内までの約

760ｍの区間について路線名称を３・４・728 号橋詰又吉線に変更します。 

なお、愛西市内の３・４・753 号橋詰見越線についても、愛西市決定によって約

260m の区間について同時に都市計画を廃止する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
道
昭
和
見
越
線

 

３・５・３２９号 
昭和南本町線 

廃止区間 L= 約 370m 

３・４・７２８号 
橋詰見越線 

廃止区間 L= 約 860m 
３・４・７５３号 

橋詰見越線 
廃止区間 L= 約 260m 

凡例 

廃止区間 

存続区間 

代替道路 

交差点箇所数変更 

鉄道交差箇所 

県道あま愛西線 

愛
西
市

 津
島
市

 

津島駅 

県道津島南濃線 



 

 

② ３・５・727 号又吉昭和線 

３・５・727 号又吉昭和線は、昭和 55 年に大規模火災を受けた沿線地区の復旧、

復興を図るとともに、周辺地区の市街地整備を見込み、延長約 550ｍ、幅員 12ｍの

幹線街路として決定されました。その後平成 12 年の車線数の決定、平成 22 年の都

市計画区域の再編等を経て、現在に至っています。 

路線の整備状況は、西側の起点より約 270ｍは整備済みとなっておりますが、東

側の約 280ｍは未整備となっております。 

この未整備区間の同位置には、両側歩道を有する２車線の市道米之座西柳原線が、

幅員約 10ｍで整備されており、交通処理が図られています。 

火災被害を受けた西側の約 270ｍの沿線は市街地の復旧、復興が進むとともに当

該区間の整備も完了しました。しかし、東側の約 280m の沿線においては、当初決定

時に想定していた市街地整備は行われず、今後も見込まれないことから、市街地拡

大を前提とした当計画を見直す必要があります。 

なお、見直し検討作業において、当路線を廃止した場合でも、これらの現道や周

辺都市計画道路で円滑な交通処理ができることを確認しております。 

以上を踏まえ、３・５・727 号又吉昭和線について、必要性等の検証を行った結

果、現道が当該都市計画道路の代替性を有するものと判断し、全線約 550ｍの区間

について都市計画を廃止します。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例 

廃止区間 

代替道路 

 

３・５・７２７号又吉昭和線 
廃止区間 L= 約 550m 
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④ ３・４・729 号立込元寺線 

３・４・729 号立込元寺線は昭和 53年に、当該沿線における市街地の拡大と秩序

ある整備を見込み、延長約 1,750ｍ、幅員 16ｍの幹線街路として決定されました。

その後の平成 12 年の車線数の決定、平成 22 年の都市計画区域の再編等を経て、現

在に至っています。 

路線の整備状況は、全線で未整備となっています。 

県道名古屋津島線より南側の未整備区間の同位置には、２車線の市道東愛宕根高

線が、幅員約８ｍで整備されており、交通処理が図られています。 

当該路線沿線では当初見込んでいた市街地拡大が進まず、また、今後も見込まれ

ないことから、市街地拡大を前提とした当計画を見直す必要があります。 

なお、見直し検討作業において、当区間を廃止した場合でも、これらの現道や周

辺都市計画道路で円滑な交通処理ができることを確認しております。 

以上を踏まえ、３・４・729 号立込元寺線について、必要性等の検証を行った結

果、現道が当該都市計画道路の代替性を有するものと判断し、津島市埋田町１丁目

地内から津島市杁前町４丁目地内までの約 1,550ｍの区間について都市計画を廃止

します。 

また、これに伴い津島市立込町２丁目地内から津島市埋田町１丁目地内までの約

200ｍの区間について路線名称を３・４・729 号立込埋田線に変更します。 
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⑤ ３・４・730 号花正莪原線 

３・４・730 号花正莪原線は、昭和 53年に、当該沿線における市街地の拡大と

秩序ある整備を見込み、延長約 200ｍ、幅員 16ｍの幹線街路として決定されまし

た。その後の平成 12 年の車線数の決定、平成 22年の都市計画区域の再編等を経

て、現在に至っています。 

路線の整備状況は、全線で未整備となっています。 

この未整備区間の同位置には、２車線で片側歩道を有する市道下田神尾線が、幅

員約 10ｍで整備されており、交通処理を行っています。 

当該路線沿線では当初見込んでいた市街地拡大が進まず、また、今後も見込まれ

ないこと等から、市街地拡大を前提とした当計画を見直す必要があります。 

なお、見直し検討作業において、当路線を廃止した場合でも、これらの現道や周

辺都市計画道路で円滑な交通処理ができることを確認しております。 

以上を踏まえ、３・４・730 号花正莪原線について、必要性等の検証を行った結

果、現道が当該都市計画道路の代替性を有するものと判断し、全線約 200ｍの区間

について都市計画を廃止します。 
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（Ｂ）名称、位置及び構造の変更 全３路線 

① ３・５・329 号昭和南本町線 

３・５・727 号 又吉昭和線の全線廃止に伴い、当路線の地表式の区間における

幹線街路との平面交差箇所数を６箇所から４箇所に変更します。 

 

② ３・４・728 号橋詰又吉線 (旧３・４・728 号橋詰見越線)・・・（Ａ）③ 

３・４・728 号橋詰見越線の一部区間の廃止に伴い、津島市橋詰町２丁目地内か

ら津島市又吉町２丁目地内の路線名称を３・４・728 号橋詰又吉線に変更します。 

また、３・５・727 号又吉昭和線の一部区間の廃止に伴い、当路線の地表式の区

間における幹線街路との平面交差箇所数を５箇所から３箇所に変更します。 

 

③ ３・４・729 立込埋田線 (旧３・４・729 号立込元寺線) ・・・（Ａ）④ 

３・４・729 号立込元寺線の一部区間の廃止に伴い、津島市立込町２丁目地内か

ら津島市埋田町１丁目地内の線路名称を３・４・729 立込埋田線に変更します。 

 


